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 “TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT” 

Affiliated with The International Association of Y’s Men’s Clubs 

Chartered : 10 May, 1961 

 

Office : Tokyo YMCA Toyocho Center 

2-2-20 Toyo, Koto-ku, Tokyo, Japan 

 

〒135-0016 東京都江東区東陽2-2-20 

東京YMCA東陽町センター内 

TEL 03-3615-5565 

東京むかでワイズメンズクラブ 
THE Y’S MEN’S CLUB OF TOKYO-MUKADÉ  “CENTIPEDE” 

━━━━━━━━━━ 

会    長  神保伊和雄 

副 会 長  城井 廣邦 

直前会長 今井 武彦 

━━━━━━━━━━ 

２０２３年７月 ～ ２０２４年６月 

国際会長主題   「輝かそう、あなたの光を」 

アジア会長主題 「変革のための光となろう」 

東日本区理事主題「未来のために今、学びと気づきを！ 

       未来のために、自信を育み、真の喜びに出会う！」 

東新部部長主題 「ALL 東新部、継続・発展！」 

                

━━━━━━━━━━━ 

書  記   長谷川正雄 

会  計  福島和州太郎 

担当主事  本多 良章 

━━━━━━━━━━━ 

９ 月 本 例 会 (Zoom併用) 

日 時 2023 年 9 月 19 日（火） 18：00～20：00   

場 所  東京ＹＭＣＡ東陽町センター・ＹＭＣＡホール 

会 費  ビジター1,500円、メンバー1,500円 

※ご欠席の方は9/14 までに福島まで連絡ください 

でに福島会計までご連絡下さい。 

２０２３年９月本例会（739回） 

（ 強調月間：ＥＭＣ ） 

 
今 月 の 聖 句  

  
柔和な人々は、幸いである。その人たちは地を受 

け継ぐ。       （マタイによる福音書 5‐5） 

 

Happy are those who are humble; 

  They will receive what God has promised !   

          (Matthew 5-5） 

 第27回東新部部大会を成功させよう！！ 

日 時 ： 2023年 10月 7日 （土） 

場 所 ： 東京YMCA東陽町センター 

９月強調月間 ＥＭＣについて 

Extension & Membership Conservation 

クラブ拡張、会員増強と維持啓発運動の意。 

メンバーの高齢化、会員減は待ったなしの厳しい課 

題。区、部、クラブ共挙げて向き合う時です。（福島 記） 

  ２０２３ 年 ８ 月 の 記 録（＊累計は期初からの24累計）

会  員  出  席  状  教 メーキャップ記録  スマイル   9,000 円 

正 会 員 8 
 
 
 

名 出席(メネット) 0 
0 
名  伊丹 一之 8/22 第二例会 

本多 良章 8/22 第二例会 

 

ＢＦポイント  現金累計  円 

功労会員 1 名 出席(コメット) 0 名  本多 良章 8/22 第二例会                切手累計          
0  

 

在籍者数 9  
8 
名  出席(ゲスト) 4 名      

出席（正会員） 6 名 出席(ビジター) 0 名       2 名 
 

リングプル  累  計 740.0 kg 

出席(功労会員) 1 名 例会出席総数 11 名 8月出席率 100％ 
月出席率 88％ 
6月出席率  70％ 
  
  ％ 

むかで基金    今月分  円 

  会費振込

先 

 

みずほ銀行 亀戸支店  (普通) ３０１３０７１ 東京むかでワイズメンズクラブ 

 

HAPPY BIRTHDAY 

9日 神保 伊和雄  20日 本多 良章 

22日 今井 武彦   28日 堀口 廣司 

結婚記念日おめでとう 

24日  堀口 廣司・栄子 

９月  本例会プログラム  

受 付・司 会 福島 和州太郎 

開会点鐘                会 長  神保 伊和雄 

ワイズソング                    一 同 

ゲスト・ビジター紹介             司 会  

今月の聖句・感謝               神保 伊和雄  

楽しい食事 

「東新部部大会を成功させよう！」検討準備会   

部大会実行委員長 神保 伊和雄 

城井 廣邦 

強調月間アッピール            福島 和州太郎 

ハッピーバースデイ・結婚記念日   司  会   

スマイル                      福島 和州太郎 

諸報告 

閉会挨拶                       神保 伊和雄 

閉会点鐘                会 長  神保 伊和雄  
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1          ８ 月 本 例 会 報 告              

東京むかでワイズメンズクラブ8月本例会は8月15日（火）

18時より、東京YMCA東陽町センターでリアルとZoomの

併用で開催されました。 

当クラブではコロナ禍の間を除き、野尻学荘開催期間中

に野尻を訪問し、キツツキホールでの8月本例会を行って

きました。本年度の野尻学荘はようやくの想いの中で開催

されましたが、未だ過っての様に充分な受け入れ態勢にな

く、昨年に続き、東陽町センター・YMCAホールでの本例

会となりました。 

 

【8月例会に集った皆さん。今井さん撮影】 

「野尻」への強い想いが忘れ難く、丸山もと子さん、田下

昌人さんのご協力と、元メンバーの鈴木健彦さん、本多 

謙さんのご出席をいただき、「野尻」を想う皆さんと共にす

る場、「キャンプソングを歌おう」8月本例会になりました。 

プログラムは、本年度の会の運営、「オールむかで」を地

で行くように、神保伊和雄会長の文字が並び、司会者も神

保会長が担当です。もっとも会長とお二人の音楽指導者

の掛け合いは、昨日、今日のものではなく、この日の例会

にも「野尻の風」を届けていただきました。 

「楽しい生活」（1938年 富岡正男 作詞・作曲）が会長

の注文で最初の曲、もっとも歌い終わった後、ピアノ伴奏

者丸山先生から、リズムの遅さが厳しく指摘、過ってのボー

イズ達も面目なし。｢がッた ごっとバスに乗って｣、「そびゆ

る妙高」と続きました。 

田下さんは、ボーイスカウトの指導者として鍛えられた張

りのあるたっぷりの声と、ギターでこの会をゆったりと導か

れました。「この道を行く」、「星に祈りを」、「消すなともしび

（YYY応援歌）」はご自身の作詞・作曲。「（山中/野尻）の青

い空(YYY賛歌)」は、10月の東新部部大会でもご協力頂

き、口にすることが出来そうです。 

この会の閉めは、やはりこの歌、「今日のわざ」（1940年 

富岡正男 作詞・作曲）になりました。いつの間にか、ゲスト

の元メンバーの鈴木健彦さんとクラブメンバーの堀口廣司

君、長谷川正雄君の3人が肩を組みあい、リズムを執る様

子が印象的でした。 

ゲストの鈴木健彦さん、本多謙さんからは近況報告を交

え、ご挨拶をいただきました。 

「強調月間」は神保会長が行い、この日のHappy 

Birthdayは長谷川君、結婚記念日おめでとうは該当者な

しでした。スマイル担当も神保会長が呼びかけを行いまし

た。諸報告では城井廣邦君から10月7日（土）に予定され

ている「東新部部大会」のプログラムの検討状況が報告さ

れました。YYYキャンプを圧縮再現する濃い時間に期待

が持てそうです。 

閉会の挨拶で神保会長から、お互い体調に気をつけ、

猛暑を乗り切りましょう、と呼びかけがあり、8時過ぎの閉会

点鐘で会を閉めました。              （長谷川 記） 

出席者：今井、櫻井、城井、神保、長谷川、福島、堀口   

ゲスト：鈴木健彦、田下昌人、本多謙、丸山もと子 

(敬称略) 

 

       東 新 部 会 長 会 報 告       

東新部会長会は、毎月第2水曜日にZoomによって開催

されています。8月の会長会は、9日（水）19時より13名が

出席して開催されました。 

最初に今井部長から、深尾直前部長がエルマークロウ

賞を受賞したことが報告されました。また、深尾直前部長か

らは、部長表彰はLT委員会に与えるとの発表がありました。 

綿引地域奉仕・YMCAサービス事業主査からは、区の

委員会に出席して、YMCAとのつながり、地域とのつなが

りが重要との話がありました。 

9月に行うYYコンサートには、まだ参加者が少ないが、8

月中にさらにエントリーを求めていく。 

7月の第1回評議会において、AYC参加のユースに、部

から支援金（1人につき2万円）を支給することを決定。帰国

後に報告会を予定する。 

東新部の部則について、新潟クラブへの旅費に関して

は、現状と合わないので、改定を行いたい。 

続いて、各クラブからの活動報告を行い、主査報告、LT

委員長報告、会計報告があり、会を閉じました。 

出席者は13名。むかでクラブ出席者は、今井、伊丹、長

谷川、本多の4名。 【↓Zoom会長会の様子】 （伊丹 記） 



3 

 

      野 尻 学 荘 初 訪 問                        

 太陽を乱反射し眩しく輝く湖面に続く林道には、午後の

プログラムを楽しむ子供達の声が響き渡っていた。 

朝東京を出発して車で約4時間半、やっと野尻学荘に辿

りついた。メネット（咲野）とコメット（碧和）を連れての参加だ。

むかでクラブに転会してから早くも3年が経ったが、野尻学

荘に来たのは今回が初めてだった。着くなり何人かの子供

達が「こんにちは」と声をかけてくれた。少しして担当主事

の本多さんが出迎えてくれた。キャビンへ案内頂き、学荘

の簡単な説明を頂いた。どうやらシャワーの給湯器が壊れ

ているらしい。その後、夕方には、今井武彦ワイズ・メネット、

大野勉ワイズ（神戸ポートクラブ）と合流し、皆で話し合い、

夕食後に車で近くの銭湯に行くことにした。 

メインホール

で学生たちと

一緒に夕飯

を頂いた後、

銭湯で一同

すっきり汗を

流し、夜は楽

しい宴会。各

自が持ち寄った

お酒や肴を楽し

みつつ、いろい

ろな話をした。傍

らで碧和も雰囲

気を楽しんでお

り、誰かがスマホ

で音楽を流し、

それに合わせて歌ったり踊ったりしていた。夜も更け咲野と

碧和、今井ワイズは一足先に就寝、私と今井メネットと大野

ワイズはまだまだ飲む。 

各自が持参したお酒が概ね渇く頃には、既に日付を跨

いでいた。大野ワイズが「星を見に行こう」と提案。暗い林

道を抜けて、湖畔に星を見に行った。月も雲もなく、涼しい

夜風と虫たちの声が響き渡る湖畔の上には、満天の星空

が拡がっていた。流れ星も天野川も夏の大三角も見つけ

た。キャビンに戻り、気絶するように寝た。翌朝早く起きるの

がとても辛かった。旗揚げを見守り、朝食をとり礼拝に参加

した後、野尻学荘を後にした。 

キャンプ場自体に物理的に何か特別なものがあるわけ

ではなく、ここで2週間も学生たちが共同生活をする体験

が、野尻を神聖なものにしているのだと感じた。コロナ禍を

越えて、野尻に来られたことを心から感謝。  （福島 記） 

【写真2枚はいずれも本多主事提供。上はメインホール横

から野尻湖を望む。下はキャンプファイアーの様子。】 

     会 長 通 信：歩 み を 続 け よ う ！                   

暑い、暑いと言っている間も暑いです。 

秋よ、来い！早く来い。夏日、真夏日、猛暑日そして台風

がたくさん寄ってきました。 

夏の暑さも、たくさんの台風も、日常生活には、あまり良

いものではありません。暦の上でははやくも立秋を迎え、

処暑。例会の頃には白露。秋の七草（萩・薄・葛・撫子･女

郎花・藤袴・桔梗）、一五夜（今年は9月29日だそうです。）、 

そして食欲の秋、秋刀魚、松茸、栗、などめぼしいものが

待っています。行楽の秋、早く来い！ 

10月になると7日には 第27回東新部部大会・今井武彦

部長（東京むかで）の最大エベント！夏休みなんてなかっ

たようです。9月例会もその準備のための例会だそうです。

以前部大会に比べて、人手が足りない。そんなことはない

と城井廣邦・実行準備委員のお言葉！一騎当千のむかで

のメンバー、難なく乗り切るでしょう！ 

楽しいワイズ！楽しいクラブ例会！出会いが楽しみ！ 

乞うご期待！？         （神保 伊和雄） 

＜９月の予定＞ 

７日（木） 東京多摩スマイル・9月本例会 

1１日（月） 東京町田コスモス・9月本例会 

12日（火） 東京・9月本例回 

15日（金） 東京世田谷・9月本例会 

１9日（火） 東京むかで・9月本例会 

26日（火） 東京むかで・第二例会 Zoom（18:00～） 

＜１０月以降の予定 ＞ 

17日（火） 東京むかで・10月本例会  

2４日（火） 東京むかで・第二例会 Zoom（18:00～） 

         

         ８ 月 第 二 例 会 報 告            

第二例会は8月22日（火）18：00よりZoom方式で開催し

ました。主な協議、確認事項は以下の通り。 

１ ブリテン9月号の発行について 

・編集担当は長谷川君、原稿締切は8月31日（木）、 

 印刷会は9月本例会前16:30より行う。 

・既定の原稿以外：「会長会報告」伊丹君 

                「仮・野尻湖と初対面」福島君 

２ 9月本例会の卓話など 

  「東新部部大会の準備、検討」の会とする。 

３ 東新部部大会について 神保実行委員長、城井委員 

 ・理事のご挨拶、区大会アッピールなど追加項目があり、

各部の内容再調整中。AYCの報告は第一部、第二部

のフラダンス、お茶会は9月12日（火）に担当者と会場

での摺り合わせを予定。第三部の司会者は伊丹君が

担当する等。 
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 ・上記を受け、9月17日（火）本例会でさらに検討、確認を

行う。 

４ その他 

 ・東京クラブ9月合同例会案内の件から、ワイズの現状、

今後の方向について協議。 

東京クラブからの9月合同例会の呼び掛けには自由

参加とする。クラブ統合は具体的な打ち合わせ等はな

く、統合ありきが前提ではない。 

メンバーの高齢化、メンバー減からくる疲弊感はクラ

ブ、部、ワイズ全体の直近の問題であり、お互いの対応

が厳しく求められる。             （長谷川 記） 

 出席者：神保、伊丹、今井、櫻井（功）、城井、長谷川、 

本多 

 

          東京ＹＭＣＡニュース             
 
▼ ハワイのマウイ島の山火事 緊急支援募金のお願い 

  2023年8月にハワイマウイ島で発生した大規模な山火

事により、多くの命が犠牲になり、多数の行方不明者が出

ています。又被災者の生活再建や子供達のメンタルケア

のためには中長期の支援が必要です。皆様のご協力を

お願い申し上げます。 

・募金機関： 2023年12月31日まで 

・募金の使途： マウイ・ファミリーYMCAが行う緊急支援 

活動のために用います。 

・募金の送金先： 三井住友銀行神田支店 

普通 7631486 

▼ 【参加者募集】 出勤！クリーンレンジャー  

力を合せて2.3キロの道のり、ごみを拾って街をきれい

にしよう！指令に答えてポイントゲット！地球の環境を考

える楽しい一日にしよう。 

 ・日時： 2023年10月1日（月） 集合9:00 スタート10:00 

 小雨決行・荒天中止（軽食付き、水筒持参） 

・集合： 江東YMCA幼稚園 (江東区石島 3-15) 

・解散： 東京YMCA東陽町センター（江東区東陽2-2-20） 

・参加費： 無料 

 ・お問合せ：東京YMCA東陽町センター 03-3615-5565 

▼ 【参加者募集】 「第 88回神田川船の会」のお知らせ 

｢神田川船の会｣は江戸・東京の街造りの歴史の名残り、

近年の河岸の変貌をご覧いただく、約2時間のクルーズ

です。 

 ・開催日： 2023年10月14日（土）午前/午後 

 ・参加費： 大人 3,500円  小・中学生 2,000円 

    （乗船料、障害保険料、消費税、船の小冊子共） 

・お問合せ：東京グリーンワイズメンズクラブ－     

         東京YMCA東陽町センター 03-3615-5565 

▼ 野尻湖ニュース        

 8月5日～8月18日にて第86回野尻学荘が開催されま

した。今回は44名のボーイズが参加し、もともと途中離荘

の予定者以外は、全員無事に最終日まで野尻学荘を楽

しむことが出来ました。 

また無理な日程の中、むかでクラブの皆様にゲストとし

てお越しいただきましたこと、更にご寄付を賜わりましたこ

と、この場を借りて御礼申し上げます。ありがとうございま

した。                        （本多 記） 

 

       ８月会計報告 ・ リングプル報告         
 
１  月間収入・支出合計    期間 8 /1～8 /31 

口座名 月間収入額 月間支出額 

経常部 118,000円   138,645円 

活動基金部 10,502円 50,000円 

■月次収支合計：    ▲ 60,143円 

■現預金残高（現在）：   665,033円 

（収支の主な内訳） 

・経常収入：会費収入100,000円、例会参加費 18,000円 

・活動基金収入：スマイル 9,000円、ファンド他 1,500円 

・経常支出：東日本区費 62,000円、東新部費 52,800円、

AYC ユース活動支援10,000円、例会食事

14,498円、各種手数料1,347円  

・活動基金支出：野尻学荘 50,000円      （福島 記） 
 

２ プルタブ 8月預かり分 

協力者名 重量 協力者名 重量 

神戸ﾎﾟｰﾄクラブ 7.0㎏ 今月の合計 7.0㎏ 

野尻で開催予定であった、むかでファミリーキャンプは

行われなかったが、第85回野尻学荘期間中に今井ファミリ

ーと福島ファミリーが学荘期間中の参加を許可され、お盆

前の休日を神戸ポートクラブの大野勉氏と共に短い夏の

思い出を楽しまれた。その折大量のプルタブを今井君に

託され、現在ワイズ倉庫に保管されている。約7～8㎏と推

測される。尚、現在733.0㎏がプルネット事務局に預けられ

ている。                        （神保 記） 
  

             編  集  後  記                 

猛暑の日、妙高山の伏流水で長年米つくりを続ける方

から「三羽も朱鷺」を観た、と興奮気味に喜びの連絡が入り

ました。付近の水系と、川沿地域の環境保善に寄せる住民

の方々の強い想いが、遠く佐渡方面から朱鷺を招いたの

でしょう。  

朱鷺が舞う青空の元、豊かなコシヒカリの実りをお祈りし

ました。やがて実りの秋、体調管理が求められます。くれぐ

れもご自愛ください。               （長谷川 記） 


